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もうこれ以上の痛みはゴメンだ

イラク派兵反対
憲法・教育基本法を守れ
年金・消費税改悪反対
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アメリカ言いなりで
有事法制強行

イラク派兵決定

個個人人 情情 報報
保保 護護
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ボーナスから保険料取っときながら医療費値上げ
雇用保険料は２倍、給付はバッサリ
２年連続の賃下げじゃ生活できん
親はリストラ、子どもは就職難
万博や大型事業ばかりに金をつかって、
ちっとも景気よくならん
障害者福祉も国がよくならんとダメ
宗男ハウスは？ 政治改革は？ どうなった。

この上、年金改悪、消費税を１０％にだって�
たわけらしい。いくらおとなしいわしらだって
もうあかん。もう黙っとれんわ
みんなで声を合わして言おまい
「小泉さん、もう痛みはゴメンだよ」

あなたのご意見・ご要望をお聞かせ下さい
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国民本位へ国政の転換を



安心できる生活、将来のために
来
年
は
５
年
に
１
度
の
年
金
制

度
改
定
の
年
。
政
府
は
、
21
世
紀
前

半
に
わ
た
る
公
的
年
金
制
度
の
大

改
悪
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
税
制
改

革
で
は
、「
少
子
高
齢
化
」
を
理
由

に
、「
年
金
受
給
者
へ
の
増
税
を
は
じ

め
課
税
強
化
」
と
「
消
費
税
２
ケ
タ

引
き
上
げ
」を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
上
の
国
民
負
担
は
も
う
限

界
。
年
金
大
改
悪
と
大
増
税
を
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

大
企
業
や
高
額
所
得
者

を
優
遇
し
て
い
る
今
の
不

公
平
税
制
を
是
正
す
れ
ば

約
６
兆
８
千
億
円
も
の
増

収
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
大

企
業
の
法
人
税
率
や
高
額

所
得
者
の
税
率
、
消
費
税
を

1
9
9
0
年
当
時
に
も
ど

す
だ
け
で
約
13
兆
円
の
増

収
に
な
り
ま
す
。
無
駄
な
公

共
事
業
費
を
削
減
す
れ
ば

さ
ら
に
財
源
が
う
ま
れ
ま

す
。

いまこそ是正しよう
大企業優遇の税制のゆがみ

私
た
ち
は
、
低
額
年
金
者
や
無
年
金
者
を
な
く
す
た
め
、
憲
法
25
条
が
保
障

す
る
生
存
権
に
も
と
づ
く
最
低
保
障
年
金
制
度
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

基
礎
年
金
を
税
方
式
の
全
額
国
庫
負
担
に
し
て
、

保
険
料
が
払
え
な
い
人
で
も
60
歳
か
ら
最
低
７
万
円

が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
厚
生
年
金
、
共
済
年
金

受
給
者
は
、
60
歳
か
ら
こ
の
最
低
年
金（
新
た
な
国
民

年
金
）に
上
乗
せ
し
て
2
階
建
て
部
分
の
年
金
が
支

給
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

生
活
困
窮
の
高
齢
者
を
対
象
に
年
金
に
よ
る
最
低
生

活
費
を
保
障
す
る
制
度
が
確
立
し
て
い
ま
す
。

「
最
低
保
障
年
金
制
度
」
創
設
し

無
年
金
者
・
低
額
年
金
者
な
く
せ

「
消
費
税
率
は
２
ケ
タ
」

「
給
与
所
得
控
除
も
、
公

的
年
金
控
除
も
縮
小
」

「
失
業
給
付
や
遺
族
年
金

に
も
課
税
」
―
今
年
６
月

出
さ
れ
た
政
府
税
調
の

「
中
間
答
申
」
の
中
身
は
、

低
所
得
者
を
直
撃
し
、
暮

ら
し
も
景
気
も
財
政
も
悪

化
さ
せ
る
弱
い
も
の
い
じ

め
の
大
増
税
案
で
す
。
消

費
税
率
が
２
ケ
タ
最
低
の

10
％
で
も
４
人
家
族
で
年

40
万
円
近
い
負
担
増
に
な

り
ま
す
。

暮らし、経済を破壊する
消費税率10％以上

政
府
は
、「
週
20
時
間
以
上
」、「
年
収
65

万
円
以
上
」の
低
賃
金
パ
ー
ト
に
も
厚
生

年
金
を
適
用
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

保
険
料（
労
使
折
半
）１
万
〜
１
万
３
千

円
を
40
年
間
払
っ
て
、
65
歳
で
国
民
年
金

に
月
１
万
５
千
〜
２
万
１
千
円
が
プ
ラ
ス

支
給
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
安
い
パ
ー

ト
賃
金
か
ら
健
康
保
険
料
や
介
護
保
険

料
も
引
か
れ
、
負
担
ば
か
り
が
増
え
る
改

悪
案
で
す
。

パ
ー
ト
時
間
給
引
上
げ
な
ど
正
規
労

働
者
と
の
労
働
条
件
の
均
等
待
遇
こ
そ
優

先
さ
せ
る
べ
き
課
題
で
す
。

低
賃
金
パ
ー
ト
に
も
保
険
料
負
担

均
等
待
遇
こ
そ
が
優
先
課
題

政
府
は
、
年
金
制
度
の
新
た
な
改
革
案

と
し
て
「
保
険
料
固
定
方
式
」
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
保
険
料
を
引
き
上
げ
つ
づ
け
、

厚
生
年
金
で
年
収
の
20
％
に
達
し
た
ら

「
固
定
」
し
、
そ
の
後
は
毎
年
の
年
金
額
引

き
下
げ
が
可
能
と
な
る
方
式
で
す
。

こ
れ
で
は
若
い
世
代
の
年
金
不
信
は
解

消
さ
れ
ず
、
年
金
の
空
洞
化
は
と
め
ら
れ

ま
せ
ん
。

保
険
料
上
げ
、
給
付
下
げ
る

若
者
の
年
金
不
信
解
消
さ
れ
ず

安心できる生活、将来のために
ストップ 年金大改悪・大増税！
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現在の年金制度の大枠

税率をもとに戻すだけで13兆円増収！
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小
泉
内
閣
の
塩
川
財

務
大
臣
は
、
財
政
諮
問

会
議
で「
生
産
性
の
な

い
年
寄
り
の
年
金
は
、

40
％
ぐ
ら
い
ま
で
落

と
し
て
も
い
い
」と
い

う
と
ん
で
も
な
い
暴

言
を
は
い
て
い
ま
す
。

年
金
改
悪、
大
増
税
に
反
対
す
る

請
願
署
名
に
ご
協
力
下
さ
い

私
た
ち
は
、
年
金
改
悪
と
大
増
税
に
反
対
し
、
最
低

保
障
年
金
制
度
の
創
設
を
求
め
る
５
０
０
万
人
署
名
運

動
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

牛島昭三氏作成「税経新報」02年6月号より



完
全
失
業
者
が
３
７
５
万
人
と
な
り
、
雇

用
・
失
業
問
題
は
深
刻
で
す
。
大
企
業
の

「
リ
ス
ト
ラ
支
援
策
」
を
と
っ
て
き
た
政
府
の

責
任
は
ま
ぬ
が
れ
ま
せ
ん
。
身
勝
手
な「
リ

ス
ト
ラ
」
を
規
制
し
、
国
と
自
治
体
に
よ
る

雇
用
創
出
事
業
を
行
わ
せ
、
失
業
者
の
雇

用
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

中
小
業
者
は
、
大
企
業
の
一
方
的
な
下

請
け
単
価
切
り
下
げ
、
金
融
機
関
の
貸
し

政
府
は
、
地
方
自
治
を
否
定
し
、
強
制
的

な
市
町
村
合
併
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
都
道
府
県
の
合
併
と「
道
州
制
」
も
ね

ら
わ
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
根
こ
そ
ぎ
改
悪

す
る
動
き
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
住
民
の
立

場
に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
自

治
体
を
と
り
も
ど
し
ま
し
ょ
う
。

住
民
の
立
場
に
立
っ
た

自
治
体
を
と
り
も
ど
そ
う

や
め
さ
せ
よ
う
貸
し
渋
り

一
方
的
単
価
切
り
下
げ

３
７
５
万
人
の
失
業
者

実
効
あ
る
雇
用
対
策
を

雇用創出、地域経済を
再生しよう―

本文200字

一刻も
早く

夢
と
希
望
の
も
て
る
日
本
を

自衛隊のイラク派兵許すな
イ
ラ
ク
は
、
現
在
も
米
英
の
軍

事
占
領
下
に
あ
り
、「
イ
ラ
ク
支

援
特
別
措
置
法
」に
よ
っ
て
、
派

遣
さ
れ
る
自
衛
隊
は
、
軍
事
占
領

の
一
部
を
担
い
ま
す
。
米
英
の

イ
ラ
ク
攻
撃
は
国
連
決
議
に
よ

ら
な
い
無
法
な
戦
争
で
あ
り
、
そ

の
正
当
性
が
い
ま
世
界
か
ら
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
武
力
に
よ
る
威

嚇
・
武
力
の
行
使
を
禁
止
し
た
憲

法
を
も
つ
日
本
は
、
イ
ラ
ク
に
自

衛
隊
を
派
遣
で
き
ま
せ
ん
。
自

衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
を
や
め
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

憲
法
に
違
反
す
る

武
力
の
威
嚇
・
行
使

渋
り
な
ど
に
よ
っ
て
、
企
業
倒
産
が
相
次

ぎ
、
存
続
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
金
融

機
関
の
貸
し
渋
り
・
貸
し
剥
が
し
を
や
め
さ

せ
、
地
域
経
済
と
中
小
業
者
の
営
業
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

雇用創出、地域経済を
再生しよう―


